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令和４年２月 18 日 第 11 号 

２ 学校が行っている家庭学習の工夫 

（１）次の日の予習として、自主学習に取り組む 

 千歳市立緑小学校では、翌日の授業に向けて、自主学習で予習に取り組んでいます。ノートには、問題、課題、

まとめを教科書から見付けて書きます。予習に取り組むことで、児童が見通しをもって授業に臨むことができ、

学習内容の理解を深めることができました。今年度は、授業とのつながりが分かりやすいように、教科書に書き

込む方法に変更して取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 家庭学習の大切さを子どもと保護者に伝える 

 多くの学校では、「家庭学習の手引」を作成して、家庭 

に配付しています。家庭学習の手引には、学習の進め方 

に加えて、「なぜ学ぶのか」など、家庭学習の大切さや内 

容の例を載せています。子どもに、習慣をしっかりと身 

に付け、学力の向上につながるよう、保護者のみなさんと 

一緒に取り組みたいと考えています。 

 令和３年 12 月 9 日（木）に、いしかり局ちゃんねる～今、小中高生の保護者に伝えたい 10 のこと～におい

て、「その気にさせる、やる気をなくす、家庭学習～学年末に向けた教科別、学年別のつまずきポイント～」を、

Web会議システムのZoomにより配信しました。 

本通信では、各学校で行っている家庭学習の工夫例を紹介します。学校や家庭で家庭学習の充実に向け、参考と

してください。 

石狩教育局HP 

家庭学習の手引(例) 

教科書に書き込む予習（小学校第４学年算数） 

気付いたこと

を吹き出しで

書く 

自分の言葉で

まとめる 

予習の振り返りを書く（分

からなかったことや疑問に

思ったことなど） 

 

 お子さんが予習をしていたら、「明日はどんな勉強をするの？」「分からない問題は先生に質問してる？」

など、学校の学習の様子を話題にしてみてはいかがでしょうか。 
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児童が、教科書から見つけた「問題」、「課題」、「まと
め」、「見通し」を拡大して標記しています。 

家庭学習ノート（小学校第５学年） 



（２）よい取組を掲示し、学級、学年、全校児童で見えるようにする 

 千歳市立日の出小学校では、子どもたちが提出した家庭学習 

ノートの好事例を掲示することで、どのように取り組むとよい 

のか、工夫したところを示し、家庭学習の取組を広げています。 

教室内に掲示をすれば学級で、教室前廊下に掲示をすれば学年 

で、児童玄関などに掲示をすることで全校児童で、取組を共有 

することができます。 

 

 

 

（３）先生方のコメントが子どもたちの気持ちに火を付ける 

 千歳市立日の出小学校の校内に掲示されたノートには、どれ 

も学級担任や担当教科の先生方からのコメントが書かれていま 

す。そこには頑張りをほめる内容だけではなく、家庭学習の取 

組のよいところが具体的に書かれています。これは取り組んだ 

本人だけでなく、コメントを読んだ他の子どもたちにとって家 

庭学習に取り組むヒントになります。 

 

 

 

 

 

 

（４）個人の積み重ね、学級での積み重ねの見える化 

 江別市立中央小学校では、１年間取り組んだ家庭学習ノートを個人で重ねて保管した 

り、学級内で「ノートタワー」にして表現したりすることで、取り組んだ量が見た目に 

分かるようにしています。 

また、量の多さを競うことだけにならないよう、先生方はノートにアドバイスを書い 

たり、その日の家庭学習で取り組んでほしい内容やポイントを授業で伝えたりするなど、 

家庭学習がより充実したものとなるよう子どもたちに働きかけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「今日は、何をやってみたいのかな？」 

→「今日は○○するよ」 お子さんの口から計画を言えるようにたずねてみましょう。 

② 「今日はどんなことを勉強したのかな？」 

→「今日は○○したよ」 内容を重視しましょう。そこに、時間も加わればさらによいですね。 

③ できていることや頑張っていること、続けられていることをほめてあげましょう。 

④ お子さんが好きなことや興味のあることから始めてみましょう。 

 

全学級の家庭学習ノートを定期的に掲示し、全校児童で共有

する取組           （千歳市立日の出小学校） 

家庭学習ノートと先生のコメント 

（千歳市立日の出小学校） 

学級全員の家庭学習ノ

ートを積み重ね、頑張

りを共有する取組 
（江別市立中央小学校） 

 

 お子さんが、１年間をとおして取り組んだノートやワークなど、家庭学習で使っ

たものを残し、家庭での頑張りを見えるようにしてみてはいかがでしょうか。お子

さんも、自身の努力の積み重ねを実感できると思います。 

 

 

 お子さんの家庭学習ノートに目をとおし、「先生、こんなところをほめてくれているんだね。」「○○できて

いるところがすてきだね。」など、学校の先生のコメントを参考に、言葉で伝えると子どもたちのやる気アッ

プにつながります。 

 


